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退職届

この度、令和度、令和　　年　　月　　日をもって、退職させていただきたく、お届け申し届け申し申しし

上げます。本来であれば、定年まで、げます。本来であれば、定年まで、本来であれば、定年まで、であれば、定年まで、　　　　　　　　で働きたかったのですが、現きたかったの度、令和ですが、現

在の利益至上主義の経営にはついていけません。確かに会社は営利が目的ですから、の度、令和利益至上げます。本来であれば、定年まで、主義の経営にはついていけません。確かに会社は営利が目的ですから、の度、令和経営にはついていけません。確かに会社は営利が目的ですから、にはついていけ申しません。本来であれば、定年まで、確かに会社は営利が目的ですから、かに会社は営利が目的ですから、は営にはついていけません。確かに会社は営利が目的ですから、利が目的ですから、ですから、

利益を求めることは否定しません。しかしながら、我々は食に携わる仕事をしていまめることは否定しません。本来であれば、定年まで、しかしながら、我々は食に携わる仕事をしていまは食に携わる仕事をしていまに携わる仕事をしていまわる仕事をしていまをしていま

す。本来であれば、定年まで、利益よりも大切なものがあると思います。なもの度、令和があると思います。います。本来であれば、定年まで、

　　　　　　　　が消費者に愛される会社になることを望んでおります。に愛される会社になることを望んでおります。される会社は営利が目的ですから、になることを望んでおります。んでお届け申しります。本来であれば、定年まで、

今まで本当におせわになりました。まで本当におせわになりました。にお届け申しせわになりました。本来であれば、定年まで、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上げます。本来であれば、定年まで、


